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田万川総合事務所

美
み ば ら

原　喜
よ し ひ ろ

大 所長

今年４月から運行を始めたぐるっとバス

■「ぐるっとバス」の運行見直し
　　今年４月から運行している　
　「ぐるっとバス」の利用者が少
　ない。説明会等で住民の意見を
　集約し、デマンド（予約制）を検
　討してほしい。
■田万川〜須佐間の循環バスの運行
　　田万川、須佐、弥富地区で医療機
　関や温泉施設等がある拠点施設を
　結ぶ循環バスを運行してほしい。

田万川地域協議会
【主な提言内容】

■住民検診で腹部超音波検診（エコー）の実施
　　以前実施していた腹部超音波検診がなくなったの　
　で、復活してほしい。
■集落活動への支援
　　過疎化、高齢化によって、集落での道路や河川の清
　掃活動等ができなくなってきており、集落存続の危機
　に陥っている。
　　集落をまとめた住民自治組織の創設や、現行のコ　
　ミュニティ活動補助金で清掃活動等の経費が賄えるよ
　うにしてほしい。
■消火器の設置と防災に対する意識の普及啓発
　　住民が安心して暮らせるように、集落の主だった場
　所に消火器を設置してほしい。また、防災について、
　住民への普及啓発を図ってほしい。
■旧小川中学校の有効活用
　　旧小川中学校の空き教室やグラウンドが放置されて
　いるので、有効活用されるよう調査・検討してほしい。

川上総合事務所

神原　司
ま さ ゆ き

行 所長

■定住の促進
　◦宅地開発や空き家を活用　
　　ＵＩＪターン希望者を支援す
　　るため、宅地開発を行ったり、
　　空き家を活用してほしい。
　◦公営住宅の適切な維持管理
　　老朽化した公営住宅につい　
　　て、必要性の高い住宅から建
　　て替えや補修等を実施してほ
　　しい。

川上地域協議会
【主な提言内容】

　◦若年層の就労の場の確保
　　若年層の流出防止に向け、企業誘致を進めて、就労
　　の場を確保してほしい。
■道路の草刈り
　　夏になると幹線道路の両側から草が生い茂ったり、木
　が覆い被さったり、歩道に泥がたまり雑草が生えている。
　毎年１回草刈りを実施しているが、実施時期等を考えて
　ほしい。また、通学路は、早期に草刈りをしてほしい。
■長門峡の観光道路の新設
　　国道９号と川上地域の長門峡は県道が通っており、
　部分的に改良されているが、大型バスが離合できるほ
　ど幅員が広くない。長門峡龍宮淵への観光客を取り込
　むため、観光道路の新設について、県や阿東町と協議
　してほしい。
■民俗資料や未活用文化資産の有効活用
　　阿武川民俗資料館の収蔵資料や、市民が所有してい
　る高島北海の掛軸のレプリカなどを、市民や観光客が
　観覧できるよう、川上総合事務所庁舎の空き部屋等を
　利用して、有効活用してほしい。

道路の幅員が狭い長門峡龍宮淵付近
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■児童クラブの施設の改善
　　児童クラブの部屋が狭かったり、冷房がない施設が
　あるので、部屋の確保や冷房施設を整備してほしい。
　また、児童クラブに入る児童が増えているので、指導
　員の身分保障を図ってほしい。
■保育料の無料化制度の見直し
　　現在実施している保育料の同時入所第２子目以降の
　無料化は、所得によって無料となる対象児が違うので、
　制度の内容を検討してほしい。
■児童館にファミリーサポートセンターを併設
　　旧市民球場跡地周辺に建設予定の児童館に、ファミリー
　サポートセンターを併設し、託児所を整備してほしい。
■医療の充実
　市民病院に産婦人科、耳鼻科を設置してほしい。
■観光イベント、企業誘致
　◦萩の観光客が減少しているので、メインになる観光
　　イベントに絞って、開催日も定着させ、大規模に観
　　光客を呼べるものを開催してほしい。
　◦潟港（後小畑）を整備して、その特性を生かした企業
　　誘致を行ってほしい。

萩地域協議会
【主な提言内容】

利用する児童が増加
している児童クラブ

　市では、４月末で議員の在任特例期間が終わっ
たため、５月１日から各地域の意見を市政に反映
させるため、「地域協議会」を合併前の７市町村
の区域ごとに設置しました。
　地域協議会は、各地域15人の委員（公募委
員を含む）で構成され、地域づくり事業など市長
が意見を求めたことや、地域の課題等について提
言する機関です。　
　市長は、６月に地域協議会に対し「合併後１年
余り経過した時点での各地域の問題点・課題とそ
の対応」について意見を求めました。
　各協議会では、６月から８月にかけて審議し、
このたび意見・要望が市長に提出されました。

地
域
の
問
題
点
・
課
題

地
域
協
議
会
が

市
長
へ
提
言
！

■
市
長
コ
ラ
ム
No.18

■定住の促進
　　都会から萩への
　ＵＩＪターンを促
　進するため、積極
　的にＰＲ活動や空
　き家の調査を実施
　してほしい。

　

平
成
８
年
10
月
13
日
、
県
立
萩

美
術
館
・
浦
上
記
念
館
が
オ
ー
プ

ン
す
る
。
そ
れ
か
ら
ち
ょ
う
ど
10

年
が
経
過
す
る
。
浦
上
敏
朗
氏
が

ふ
る
さ
と
萩
に
美
術
館
を
つ
く
る

こ
と
を
条
件
に
、
長
年
に
わ
た
り

収
集
さ
れ
た
浮
世
絵
・
東
洋
陶
磁

の
世
界
的
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
県

に
寄
贈
さ
れ
、
10
年
前
の
開
館
に

至
っ
た
。

　

こ
の
10
年
間
、
実
に
54
回
の
各

分
野
で
の
企
画
展
が
催
さ
れ
、
ま

た
テ
ー
マ
を
設
定
し
浦
上
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
常
設
展
示
さ
れ
て
き

た
。
本
館
が
な
け
れ
ば
、
お
そ

ら
く
生
涯
に
わ
た
っ
て
も
見
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
世

界
の
美
術
品
の
逸
品
の
数
々
を
、

我
々
萩
市
民
は
鑑
賞
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
特
に
感
受
性
の
鋭
い
子

供
達
に
と
っ
て
は
、
何
物
に
も
か

え
が
た
い
貴
重
な
機
会
に
出
合
う

こ
と
が
で
き
た
。

　

ふ
る
さ
と
萩
へ
の
熱
い
想
い
に

基
づ
き
創
設
さ
れ
た
県
立
萩
美
術

館
・
浦
上
記
念
館
の
10
年
を
回
顧

し
、
こ
こ
に
改
め
て
萩
市
名
誉
市

民
・
浦
上
敏
朗
氏
に
心
か
ら
感
謝

し
た
い
。
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むつみ総合事務所

山本　武
た け お

生 所長

須佐総合事務所

和田　眞
ま さ の り

教 所長

ブランド化を推進する須佐男命イカ 労力が不足している農業従事者

須佐イカまつり

■農業従事者の確保
　　農業従事者の高齢化が進み、
　労力が不足している。
　　シルバー人材センターなどの
　人材派遣組織を活用して、機械
　オペレーターなど農業分野の人
　材を広域的に確保してほしい。
■農道舗装の推進
　　優良な農用地を適正に管理す
　るため、農道舗装を積極的に推

むつみ地域協議会
【主な提言内容】

　進し、農産物の生産性の向上を図ってほしい。
■公共施設の適正な維持管理
　　公共施設の維持管理について、その対応が曖昧な所
　も見受けられる。
　　公共施設の維持管理のあり方を再検討し、行政がや
　るべき維持管理は適正に行ってほしい。
■市道等の適正な維持管理
　　市道等の側溝に、土砂が埋まっている箇所があり、　
　大雨等で災害を引き起こす恐れがある。
　　定期的にパトロールを実施するなど適正な維持管理
　を行ってほしい。
■河川の浚

しゅんせつ

渫
　　河川に土砂が堆積している箇所があるので、計画的
　に浚

しゅんせつ

渫（河川にたまった土砂等の除去）してほしい。
■庁用車（マイクロバス等）の利用範囲の拡大
　　合併後、ＪＡ女性部等は経済団体ということで庁用
　車の利用が認められなくなった。
　　農山村地域で積極的な女性団体活動に取り組んでい
　るため、利用について弾力的に運用してほしい。　

■地域コミュニティの推進
　　人口減少や高齢化によって集
　落内の行事や慣習などのコミュ
　ニティ活動が弱体化している。
　　地域住民が主体的に地域活動
　に取り組めるように支援してほ
　しい。また、小集落をまとめた住
　民自治組織を創設してほしい。
■「ぐるっとバス」の運行見直し
　　４月からぐるっとバスが運行

須佐地域協議会
【主な提言内容】

　されているが、時間に制約などあるため、これまでの
　利用実績等に応じて、運行内容やルートを見直してほ
　しい。
　　また、交通空白地区を解消するため、新たな運行ルー
　トを創設してほしい。
■須佐〜田万川間の循環バスの運行
　　地域住民の生活の足として、須佐〜田万川地域間で
　医療機関や温泉施設等の拠点施設を結ぶ循環バスを運
　行してほしい。
■農業・水産業の振興
　　農業・水産業の従事者の収入の確保・安定対策とし
　て、農山漁村の文化や資源を生かして、男

み こ と

命イカのブ
　ランド化推進など地域資源に付加価値をつける取り組
　みを進めてほしい。
　　また、後継者不足が深刻化しているため、担い手・
　後継者の育成対策を促進してほしい。
■定住の促進
　　若者定住や団塊世代の受け入れを促進するため、都
　市農村交流等を積極的に展開してほしい。
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福栄総合事務所

榮
さ こ う

枝　幹夫 所長

旭総合事務所

藤本　肇 所長

農業公社による無人ヘリ薬剤散布 無料化の要望が強い萩有料道路

■萩有料道路の無料化
　　萩有料道路は、萩市の玄関口
　であり、地域間を結ぶ生活道路
　であるが、有料のため住民負担
　が大きい。全市的な無料化に対
　する運動を行い、県等へ積極的
　に無料化を要請してほしい。
■佐々並地区に公営住宅
　　佐々並地区では、賃貸住宅が
　ないため、地区内に残ろうとす

旭地域協議会
【主な提言内容】

　る若者が市外に流出している。
　　公営住宅を建設するか、空き家となっている教員住
　宅を改修して活用してほしい。
■明木図書館の改築
　　歴史ある明木図書館の貴重な蔵書が、現施設では有
　効に活用できず収容もできない。また、地盤沈下や老
　朽化により、施設の維持管理に問題がある。できるだ
　け早期に明木図書館を建設してほしい。
■高齢者福祉施設の建設
　　高齢化率の高い佐々並地区の診療所は、手狭なため
　医療設備も不十分で、行き届いたサービスが提供でき
　ない。また、介護支援等の施設がなく不便を感じるた
　め、市有地に医療施設を併設した高齢者福祉施設を建
　設してほしい。
■農業後継者の育成
　　農家の高齢化や後継者不足によって耕作放棄の危機
　が増しており、農業施策の方向転換にも対応できない。
　　そのため、特定農業団体や認定農業者の育成を推進
　したり、グリーンファーム旭を有効に活用してほしい。

■農業後継者の育成
　　農業の後継者不足は深刻な問
　題で、農業後継者の確保と育成
　が急務の最重要課題であるため
　農業法人化、営農組織化、認定農
　業者の育成を強力に推進してほ
　しい。また、農家の意識改革と
　リーダーの育成等を推進する具
　体的な手法を検討してほしい。

福栄地域協議会
【主な提言内容】

■農業公社への支援
　　耕作放棄地の増加により、本来、農地の利用調整機
　能を担う農業公社が、農地管理のための農作業も受託
　し、これが飽和状態にある。　
　　今後、さらに増加が予想される農地の利用調整と管
　理運営を効果的、適正に行うため、公社の運営につい
　て、財政面で支援してほしい。
■市道生

うぶの

野高
こうざか

坂線の早期改良
　　福栄地域と川上地域を結ぶ市道生野高坂線は、県の
　合併支援道路にも指定された重要路線であるため、２
　車線の早期改良を推進してほしい。
■自主防災組織の育成
　◦地域住民、消防団、社会福祉団体、行政等がお互いに
　　協力し、自主防災組織の強化・充実に努めてほしい。
　◦高齢者世帯などは福祉の輪づくり運動等を通じて、災害
　　時に即対応できる助け合いの体制を整備してほしい。
■地域活性化施策の充実
　　自分たちでできることは自分たちでやる、といった地
　域コミュニティの醸成を図る施策を実施してほしい。
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市
民
憲
章
や
市
の
木
・
花
な

ど
、
新
市
の
慣
行
の
制
定
に
つ
い

て
、
今
年
５
月
か
ら
萩
市
慣
行
検

討
委
員
会（
委
員
長　

野
村
市
長
）

を
設
置
し
検
討
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

７
月
に
は
市
民
憲
章
に
入
れ
た

い
言
葉
や
市
の
木
・
花
・
生
物
の

候
補
を
公
募
し
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
会
で
は
、
応
募
の

あ
っ
た
ご
意
見
を
踏
ま
え
市
民
憲

章
等
の
案
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

意
見
を
募
集
し
ま
す
。
最
終
的
に

決
定
し
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
11

月
11
日
の
萩
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

で
、
発
表
す
る
予
定
で
す
。

■
募
集
締
切　

10
月
23
日
（
月
）

市
民
憲
章
、市
の
木
・
花
な
ど
の
案
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
！

郵
送
の
場
合
は
同
日
必
着

■
提
出
方
法　

氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
、
職
業
を
明
記
の
う
え
、

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
意
見
書
の
様
式
は

問
い
ま
せ
ん
。

▽
持
参　

企
画
課
、
各
総
合
事
務

所
地
域
振
興
課

▽
郵
送　

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５

萩
市
企
画
課
内
萩
市
慣
行
検
討
委

員
会
事
務
局

▽
Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
５
・
３
８
０
３

▽
メ
ー
ル kensyou@

city.hagi.
yam

aguchi.jp

◎
意
見
の
取
り
扱
い　
　

　

ご
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
市

の
考
え
方
を
萩
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

区分 選定（案） 応募状況

木 ヒノキ 木の第１位
マツ 木の第２位

花 ツバキ 花の第１位
ハギ 花の第２位

果樹 ナツミカン
木・花を合わせた
第１位（ヒノキ、マ
ツ、ツバキ、ハギを
除く）

生物 ホタル 生物の第１位

■市の木・花・果樹・生物（案）

◆
萩
市
長
賞
の
審
査
講
評
「
現
在

の
世
相
を
と
ら
え
、
自
己
の
主
張

が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
点
が
素
晴

ら
し
い
。
少
し
暗
い
が
作
者
の
思

い
が
表
現
さ
れ
て
い
る
」

◆
萩
市
長
賞
の
川
口
さ
ん
「
漁
師

の
妻
と
し
て
、
海
へ
恩
返
し
し
た

い
と
ず
っ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

自
然
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
皆
さ

ん
に
持
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

で
、
こ
の
作
品
を
作
り
ま
し
た
」

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、明
治
維
新
胎
動
の
地
、

萩
の
市
民
で
す
。
こ
の
誇
る
べ
き
歴
史
と
美

し
い
自
然
が
織
り
な
す
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
、
あ
た
た
か
い
ま

ち
を
め
ざ
し
て
、
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
先
人
の
志
と
勇
気
に
学
び　

歴
史
と
文

化
を
大
切
に
す
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
青
い
海
と
緑
の
山
を
守
り　

詩
情
豊
か

な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
健
や
か
な
こ
こ
ろ
を
育
み　

笑
顔
の
あ

ふ
れ
る
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
互
い
に
助
け
あ
い　

安
心
し
て
暮
ら
せ

る
平
和
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
進
取
の
気
風
を
受
け
継
ぎ　

未
来
に
向

か
っ
て
発
展
す
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

萩
市
民
憲
章
（
案
）

　

10
月
１
日
か
ら
８
日
ま
で
市
民

館
で
、
萩
市
美
術
展
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
年
の
作
品
応
募
総
数
は

１
４
４
点
（
平
面
64
点
、
立
体
21

点
、
書
20
点
、
写
真
39
点
）
で
、

昨
年
よ
り
23
点
増
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
15
歳
か
ら
89
歳
ま
で

幅
広
い
年
齢
層
か
ら
の
応
募
が
あ

り
、
特
に
高
校
生
か
ら
10
人
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

萩市長賞

萩市美術展２００６

▽
検
討
の
経
緯

　

８
月
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回

萩
市
慣
行
検
討
委
員
会
に
お
い

て
、
①
市
民
憲
章
に
入
れ
た
い

言
葉
に
応
募
い
た
だ
い
た
意
見

の
う
ち
上
位
10
位
ま
で
の
言
葉

を
必
ず
入
れ
る
②「
発
展
」の
言

葉
を
入
れ
る
③
萩
な
ら
で
は
の

言
葉
を
入
れ
る
、が
決
定
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
３
人
の
起
草

委
員
が
３
度
の
会
議
を
重
ね
、草

案
を
ま
と
め
ま
し
た
。第
３
回
萩

市
慣
行
検
討
委
員
会
で
は
、
草

案
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、上
記

の
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

■
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

行
政
機
関
が
政
策
立
案
に
あ

た
り
、
広
く
住
民
に
素
案
を
公

表
し
、
出
さ
れ
た
意
見
を
考
慮

し
て
最
終
決
定
を
行
う
制
度
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

企
画
課
（
２
５
・
３
１
１
７
）

川口みき子さん（須佐）

「環境破壊」

萩市議会議長賞

兼田知明さん
（椿東）

「萩
はぎこくさいばい
黒彩鉢」



市報HAGI●2006（平成18）年10月15日号�

10
月
28
日
㈯
か
ら
県
内
先
行
上
映

初代内閣総理大臣は
　　　　　密航留学生だった！

映
画「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」

映
画「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」

映
画「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」

ますらをたちの旅
ー長州ファイブ物語ー

　

萩
焼
４
０
０
年
の
伝
統
を
継
承

し
な
が
ら
も
古
典
の
真
似
に
終
わ

る
こ
と
な
く
、
茶
陶
と
い
う
分
野

に
独
創
性
あ
ふ
れ
る
豪
快
な
作
風

で
新
た
な
境
地
を
切
り
開
い
た
三

輪
壽
雪
さ
ん
（
96
歳
、
本
名　

節

夫
、
椿
東
）
の
創
造
の
全
貌
を
、

茶
碗
や
水
指
、
花
入
な
ど
１
９
１

点
の
作
品
で
た
ど
り
ま
す
。

　

７
月
か
ら
９
月
に
東
京
国
立
近

代
美
術
館
工
芸
館
で
開
催
さ
れ
た

同
展
に
は
、
２
万
９
０
０
０
人
が

来
場
し
ま
し
た
。

◯
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
茶
陶
の
現
在
ー
現
代
陶
芸
に
お

け
る
表
現
の
可
能
性
」

■
と
き　

11
月
３
日
（
金
・
祝
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
50
分
、
４

日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

０
時
30
分

■
発
表
者　

金
子
賢
治
（
東
京
国

立
近
代
美
術
館
工
芸
課
長
）、
久

保
田
厚
子
（
岡
山
県
立
大
学
教

授
）、
福
島
建
治
（
朝
日
新
聞
編

集
委
員
）、
柳
原
睦
夫
（
陶
芸
家
）

ほ
か

■
定
員　

80
人
（
先
着
順
）

◯
三
輪
壽
雪
さ
ん
の
作
品（
茶
碗
）

に
よ
る
呈
茶

■
と
き　

会
期
中
の
土
・
日
曜
日
、

祝
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30

分■
料
金　

５
０
０
円
（
別
途
観
覧

券
が
必
要
）

■
定
員　

１
日
80
人
（
先
着
順
）

※
券
は
、
午
前
９
時
か
ら
当
日
分

の
み
販
売
し
ま
す
。

　

第
22
号
（
10
月
29
日
号
）
で

萩
焼
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者

（
人
間
国
宝
）
三
輪
休
和
さ
ん
と

三
輪
壽
雪
さ
ん
が
、
作
品
と
と
も

に
紹
介
さ
れ
ま
す
。

■
発
行
日　

10
月
17
日
（
火
）

■
定
価　

５
６
０
円

■
発
行　

朝
日
新
聞
社

萩
焼
の
造
形
美

人
間
国
宝　

三
輪
壽
雪
の
世
界
県
立
萩
美
術
館
・

　
　

浦
上
記
念
館

10
月
７
日（
土
）〜
11
月
26
日（
日
）
（
２
４
・
２
４
０
０
）

週
刊
「
人
間
国
宝
」
で
も
紹
介

■前売券　1,300 円
　当日券 1,800 円、
　全国共通券
■市内販売所　
　アトラス萩店、サンリ
　萩店、萩市観光協会、市
　役所案内係、各総合事
　務所、萩ツインシネマ

10
月
28
日
㈯
か
ら
県
内
先
行
上
映

　

幕
末
期
、
英
国
に
密
航
留
学
し
、
近
代
日
本
の
礎
を
築
い
た

長
州
藩
の
５
人
の
若
者
た
ち
の
青
春
群
像
を
描
い
た
映
画
「
長

州
フ
ァ
イ
ブ
」。
昨
年
12
月
に
萩
市
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
、
多
く

の
市
民
が
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
出
演
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
28
日
か
ら
、
県
内
８
映
画
館
で
上
映
が
始
ま
り
ま
す
の

で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

全
国
公
開
は
、
来
年
１
月
の
予
定
で
す
。

い
よ
い
よ
迫
る
！

・萩ツインシネマ
（２６・６７０５）

・宇部シネマスクエア７
・テアトル徳山
・ＭＯＶＩＸ周南
・ワーナーマイカル防府
・岩国ニューセントラル
・山口スカラ座
・下関スカラ座

県内
８映画館
で上映！

前売券
発売中！

　６月 19 日、英国大使
館で行われた映画「長州
ファイブ」の試写会に、
当時官房長官だった安倍
首相も出席しました。
　試写会後、安倍氏は

「映画を見て血が騒いだ。
国禁を冒して、国のため
に尽くした彼らのおかげ
で、今日の日本があるこ
とをあらためて感じた」
と話しました。

安倍首相
も鑑賞！

　10月21日から六本木
ヒルズを中心に開催され
る第 19 回東京国際映画
祭「日本映画・ある視
点」部門に選ばれました。

（10 月 22,23 日上映）

東京国際
映画祭

　激動の幕末、生きた器械になると
の志を胸に、海を渡った若者たちを
描く歴史物語。
■作者　一坂太郎（萩市特別学芸員）
■Ｂ６版、205 ページ
■定価　1,300 円　
■発行・問い合わせ
　有限責任中間法人　萩ものがたり
　事務局（広報課内２５・３２３３）

関連図書
も販売！

ますらをたちの旅
ー長州ファイブ物語ー
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■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
（
高
等
学
校
の
部
）

（
10
月
９
日　

東
京
都
）

萩高校合唱部（部員54人）
左から、水津昭子、田中菜津子（いずれも副部長
３年）、宮内修司（部長３年）

　

山
口
県
勢
の
出
場
は
、昭
和
51
年
の
宇
部
高
以
来

30
年
ぶ
り
。宇
部
高
以
外
の
出
場
は
今
回
が
初
め
て
。

男
子
15
人
、女
子
39
人
の
混
声
合
唱
団
。

猪
いのまた

亦光法
（吉部下）

◎
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

■
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
10
月
14
日
〜
16
日　

兵
庫
県
）

栩
と ち ぎ

木順平
（萩養護学校
　高等部２年）

◎
卓　

球

男子 400 ｍ
笹村直也

（萩西中３年）

■
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上

競
技
大
会

（
10
月
27
日
〜
29
日　

神
奈
川
県
）

■
全
日
本
弓
道
遠
的
選
手
権
大
会

（
10
月
28
日
〜
29
日　

東
京
都
）

上野隆夫
（萩養護学校
　　　　教諭）

■
全
国
健
康
福
祉
祭
し
ず
お
か
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
静
岡
２
０
０
６
）（
10
月
28
日
〜
31
日
静
岡
県
）

卜
う ら べ

部美知子
（江向）

◎
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

手倉　進
（平安古町）

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

上田多美子
（椿）

◎
水　

泳

◎
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

萩クラブ
後列左から、三好千

ち か こ

珂子（津守町）、佐々
木高

た か よ し

美（川島）、磯部キク子（山田）、
阿武希

の り た だ

忠（川上）、柴田壽
す み の

美乃（土原）、
森悦

よ し た け

健（土原）、山根裕
ひ ろ こ

子（土原）

※
昨
年
の
山
口
県
消
防
操
法
大
会
で
優

勝
し
た
山
口
市
が
出
場
を
辞
退
し
た
た

め
、
２
位
に
入
賞
し
た
大
島
分
団
チ
ー

ム
が
出
場
し
ま
す
。

■
全
国
消
防
操
法
大
会

（
10
月
19
日　

兵
庫
県
）大島分団チーム

後列左から、船戸剛
たけし

、松原優
まさる

、田中
達
たつなり

成、竹中克宏、長岡榮
え い じ

治分団長、刀
祢直樹、長岡佑

ゆうすけ

昌

全
国
大
会
出
場

お
め
で
と
う

萩
高
合
唱
部
が
初
出
場

4

4

4

！
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　弥富小学校全校児童 14 人の劇団「弥富っ子」
は、地元に残る和泉式部伝説をもとにした「龍
のおくりもの」という音楽劇を創りました。
　「龍のおくりもの」とは、弥富の子どもたちの
こと。劇を演じる子どもたち自身が、お父さん、
お母さん、また地域にとって大切な宝物である
と自覚して、弥富に生まれ育ったことに誇りを
持ってほしいと願った取り組みです。
　地域の皆さんや先生たちと力を合わせ大きな夢
を乗せたプロジェクト。舞台には大型絵本も登場
し、「弥富大好き」の思いを元気いっぱい伝えます。

みんな弥富の子宝だ
〜龍のおくりもの〜

　この音楽劇は、10 月１日に開催された「そ
ばの花まつり」で初披露されました。
　本番は、須佐文化センターで 11 月 11 日（土）
午後１時 30 分から披露されます。
※須佐文化センター（須佐総合事務所隣り）

（☎ 08387・6・2310）、入場無料

「陶芸展」入賞者決定！
　 11月３日（金・祝）か
ら12日（日）まで、旧久
保田家住宅、旧田中別
邸、伊藤博文別邸で開
催する「陶芸展」の審
査 会 が、９月12日 に
山口県スポーツ文化セ
ンター（山口市）で行わ
れました。

　文部科学大臣賞が最高賞で、入賞 11 点、佳
作 10 点を決定。萩からは２人が入賞、２人が
佳作に選ばれました。

「山 / 壷」

　今回の陶芸展では全国から国民文化祭史上最
多の 225 点の応募がありました。

【文部科学大臣賞】　桝
ますもとけいこ

本佳子（京都府）「山/壷
つぼ

」
【山口県教育長賞】　藤井謙次（萩市椿東）　
　　　　　　　　　「炭

たんかぞうがんゆうさいかき

化象嵌釉彩花器」
【萩市教育長賞】　　岩㟢真理子（萩市山田）　　
　　　　　　　　　「Pirouette（ピルエット）」

【佳作】松尾邑
ゆ う か

華（萩市椿）「秋
しゅうえい

映」、ニイルス・ベアテ
ィル・ペアソン（萩市椿）「The Planet of Expectati
ons（希望の惑星）」
◎三輪休雪審査委員長講評　「桝本さんの作品
は、若い女性の躍進するエネルギーが出ている。
発想が大胆で、現代ならではの感性」

11月３日（金・祝）▷12日（日） 11月４日（土） 11月４日（土）▷５日（日） 11月４日（土）▷５日（日） 11月11日（土）▷12日（日）

陶芸展 「川柳」
文 芸 祭

「歴史とまち並み」
シンポジウム

フラメンコ
たまがわ de!

民謡・民舞の祭典
10:00〜17:00
旧久保田家住宅
伊藤博文別邸
旧田中別邸

10:30〜15:30
市民館大ホール

11日（土）10:00〜16:00
市民館
12日（日）10:00〜16:00
市役所第三駐車場ほか

4日（土）17:00〜18:30
田万川コミュニティセンター
5日（日）10:00〜17:00
同センター・田万川体育館

4日（土）13:00〜16:30
市内各所（５コース）　
5日（日）10:00〜15:00
市民館大ホール

「おにようずの連凧づくり
〜121個を大空に〜」

見島小学校

子ども夢プロジェクト

▷10月15日㈰10:00〜
見島八町八反

「みんな弥富の子宝だ
〜龍のおくりもの〜」

弥富小学校劇団「弥富っ子」

子ども夢プロジェクト

▷11月11日㈯13:30〜
須佐文化センター

「友情ー時を越えて今ー」
福島県立会津高校と萩高
校合唱部の合同演奏会

子ども夢プロジェクト

▷11月11日㈯14:00〜
県立萩美術館・浦上記念館

「オレンジアーティスト
フェスティバル2006」
小中高生や青少年の舞台発表

きらめき公募事業

▷11月12日㈰15:00〜
市民館大ホール

子ども夢プロジェクト
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市
民
病
院
は
、
移
転
新
築
に
よ
り
平

成
12
年
４
月
に
開
設
し
て
以
来
、
丸
６

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
度
の
決
算
状
況
は
、

７
１
４
５
万
円
の
赤
字
を
計
上
し
、
未

処
理
欠
損
金
と
し
て
翌
年
度
へ
繰
り
越

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
整
備
が
完
了
し
た
小
児

専
用
病
床
10
床
の
運
用
を
４
月
か
ら
開

始
。
入
院
患
者
数
が
延
べ
１
７
０
１
人

（
１
日
平
均
4.7
人
）、
平
均
入
院
期
間
が

４
日
と
短
い
入
退
院
の
激
し
い
病
床
運

営
で
し
た
。

　

ま
た
、
患
者
の
重
症
化
に
伴
い
、
入

院
機
能
の
高
度
化
を
目
的
に
Ｈ
Ｃ
Ｕ

（
高
度
治
療
室
）
の
看
護
体
制
を
独
立

さ
せ
た
結
果
、
Ｈ
Ｃ
Ｕ
利
用
率
が
格
段

に
向
上
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
一
般
病
床
１
０
０
床
の

　

水
道
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
施
設
で
す
。

水
道
事
業
は
法
律
で
独
立
採
算
制
と

な
っ
て
お
り
、
経
費
は
皆
さ
ん
が
納
め

ら
れ
た
水
道
料
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
合
併
後
初
め
て
の
通

年
決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
の
決
算
状
況
は
、
需

要
の
減
少
が
顕
著
と
な
り
、
料
金
収

入
の
減
収
等
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
、

諸
経
費
の
節
減
等
に
努
め
た
結
果
、

１
５
０
９
万
円
の
純
利
益
を
計
上
す
る

黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

建
設
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、
上
水

道
の
マ
ン
ガ
ン
に
よ
る
濁
り
水
の
抜
本

的
な
対
策
と
し
て
、
除
マ
ン
ガ
ン
施
設

の
用
地
購
入
お
よ
び
実
施
設
計
業
務
に

着
手
し
、
平
成
19
年
度
早
期
の
完
成
を

目
指
し
て
整
備
中
で
す
。
ま
た
、
国
道

企業会計（市民病院・水道）決算の概要

病
床
利
用
率
は
85
・
４
％
と
好
転
し
ま

し
た
が
、
結
核
病
床
15
床
に
つ
い
て
は

18
・
８
％
と
、
こ
こ
数
年
逓
減
傾
向
で

す
。

　

外
来
患
者
数
は
、
過
去
最
高
の
延

べ
６
万
２
４
１
１
人
（
１
日
平
均

２
５
５
・
８
人
）
で
、
こ
の
う
ち
、
時

間
外
の
小
児
科
受
診
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
に
比
べ
３
割
増
の
延
べ
５
６
９

人
、
救
急
車
に
よ
る
搬
入
患
者
数
が
１

割
増
の
５
８
１
人
で
し
た
。

　

医
療
費
の
抑
制
を
前
提
と
し
た
医
療

制
度
改
革
が
急
速
に
進
行
す
る
中
で
、

厳
し
い
運
営
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

萩
医
療
圏
で
唯
一
の
公
立
病
院
と
し

て
、
圏
域
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
民
病
院

（
２
５
・
１
２
０
０
）

２
６
２
号
改
良
事
業
に
並
行
し
て
配
水

管
整
備
工
事
を
金
谷
地
区
で
実
施
し
た

ほ
か
、
大
屋
、
川
島
、
前
小
畑
、
今
魚

店
、
玉
江
地
区
等
で
配
水
管
整
備
改
良

工
事
を
実
施
し
、
管
網
の
整
備
充
実
を

図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
簡
易
水
道
で
は
、
大
井
簡
易

水
道
施
設
（
市
場
・
本
郷
・
坂
本
）
の

実
施
設
計
お
よ
び
用
地
買
収
に
着
手

し
、
見
島
に
お
い
て
は
、
取
水
ポ
ン
プ

の
取
り
替
え
お
よ
び
ス
テ
ン
レ
ス
水
槽

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
、

効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
、
安
定
し

た
給
水
を
図
り
、
皆
さ
ん
が
健
康
で
文

化
的
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

上
下
水
道
部
水
道
管

理
課
（
２
５
・
３
３
９
０
）

資
本
的
収
支

資
本
的
収
支

収
益
的
収
支

収
益
的
収
支

収入=６億7,300万円支出=６億5,791万円

その他　3,155万円　当年度純利益　1,509万円　
その他　１億1,055万円　

修繕費　3,407万円　
動力費　4,148万円　

減価償却費　１億4,809万円　

支払利息費　8,357万円　

人件費　２億4,015万円　

上水道建設改良費　
　　　１億3,869万円　

簡易水道建設改良費　
　　　　　5,918万円　

上水道企業債償還金　
　　　　１億707万円　

簡易水道企業債償還金　
　　　　　4,285万円　

他会計補助金　7,696万円

水道料金　５億6,449万円

上水道企業債　8,400万円

簡易水道企業債　1,810万円

国庫補助金　1,209万円
出資金　946万円

他会計補助金　1,267万円

他会計負担金　404万円

不足額２億743万円は、
損益勘定留保資金等で補てん

収入=１億4,036万円支出=３億4,779万円

資
本
的
収
支

資
本
的
収
支

収
益
的
収
支

収
益
的
収
支

収入=23億1,156万円支出=23億8,301万円

収支差額　7,145万円　
その他　1,713万円　減価償却費など　

　　　３億7,062万円　

支払利息　8,526万円　

診療材料・医療機器保守など
　　　　　19億2,713万円　

建設改良費など　1,554万円　

企業債償還金　１億7,093万円　

補助金　５億1,334万円

診療収入　17億8,109万円

負担金　１億1,266万円

出資金 7万円 寄付金 2万円
企業債　1,530万円

不足額5,842万円は、
損益勘定留保資金等で補てん

収入=１億2,805万円支出=１億8,647万円

萩市病院事業会計萩市病院事業会計

萩市水道事業会計萩市水道事業会計

平成17年度
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り
ま
す
。水
分
摂
取
も
重
要
で
す
。

こ
ま
め
に
水
分
を
取
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

け
が
の
処
置

　

け
が
を
し
た
！
初
期
の
処
置
が

大
事
で
す
！
も
う
少
し
処
置
が
で

き
て
い
れ
ば
・
・
と
後
悔
し
な
い

た
め
に
は
、
ど
う
対
処
す
れ
ば
よ

い
の
で
し
ょ
う
。

　

け
が
を
し
た
時
は
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

（
ラ
イ
ス
）
処
置
を
ま
ず
行
い
ま

す
。

Ｒ　

安
静
（
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
）

Ｉ　

冷
却
（
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
）

Ｃ　

圧
迫

　
（
Ｃ
Ｏ
M
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
）

Ｅ　

挙
上

　
（
Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
）

　

こ
れ
ら
は
、
け
が
に
伴
う
炎
症

（
腫
れ
た
り
、
痛
ん
だ
り
、
赤
く

な
っ
た
り
な
ど
）
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
た
め
の
処
置
で
す
。

　

動
か
ず
に
痛
め
た
所
を
安
静
に

⑮

萩
市
民
病
院  　

２
５
・
１
２
０
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
が
の
予
防
と
対
処
法

医師：大藤　晃
（専門：整形外科）

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
運
動
を
す
る
機
会
が
増
え
る
と
思

い
ま
す
。
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
意
に
反

し
て
け
が
を
し
て
し
ま
っ
た
時
、
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
で
し
ょ
う
か
。

け
が
の
予
防

　

急
な
運
動
は
け
が
の
も
と
。
で

き
れ
ば
、
日
頃
か
ら
運
動
を
心
が

け
て
お
く
方
が
よ
い
で
す
が
、
難

し
い
場
合
が
多
い
で
す
ね
。

　

久
々
の
運
動
の
時
は
ウ
ォ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
プ
を
念
入
り
に
。
体
を

少
し
ず
つ
温
め
、ス
ト
レ
ッ
チ
を

行
い
、関
節
の
柔
軟
性
を
高
め
て

お
き
ま
す
。

　

個
人
的
な
印
象
で
す
が
、ソ
フ

ト
バ
レ
ー
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、け

が
を
さ
れ
る
方
が
多
い
よ
う
に
感

じ
ま
す
。“
ソ
フ
ト
”が
付
く
と
お

手
軽
な
運
動
と
い
う
感
じ
が
す
る

の
か
、余
り
準
備
運
動
も
せ
ず
、試

合
開
始
に
な
る
と
、全
力
で
行
っ

て
し
ま
う
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

　

運
動
靴
は
履
き
な
れ
た
靴
に
し

ま
し
ょ
う
。
こ
の
日
の
た
め
に
、

と
新
調
し
た
靴
は
硬
く
、
な
じ
ん

で
い
な
い
場
合
が
多
い
の
で
、
足

首
の
ね
ん
ざ
や
、
転
倒
に
つ
な
が

し
、
ま
ず
冷
や
し
ま
す
。
で
き

れ
ば
タ
オ
ル
の
上
に
、
氷
を
入
れ

た
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
置
き
冷
や
し
ま

す
。
15
分
位
が
目
安
で
す
。
氷
を

直
接
当
て
る
と
、
凍
傷
に
な
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。
コ
ー

ル
ド
・
ス
プ
レ
ー
も
直
接
か
け
過

ぎ
る
と
凍
傷
を
起
こ
し
ま
す
。
氷

が
な
い
場
合
に
は
流
水
で
冷
や
し

て
下
さ
い
。
湿
布
は
急
ぐ
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

出
血
し
て
い
る
場
合
に
は
、
タ

オ
ル
・
ハ
ン
カ
チ
な
ど
で
圧
迫
し

ま
す
。
す
り
傷
で
、
砂
ま
み
れ
の

時
に
は
流
水
で
洗
い
流
し
ま
す
。

水
道
水
で
構
い
ま
せ
ん
。そ
し
て
、

け
が
を
し
た
部
分
は
心
臓
よ
り
高

く
し
ま
す（
挙
上
）。こ
れ
に
よ
り
、

腫
れ
が
抑
え
ら
れ
ま
す
し
、
出
血

の
多
く
も
止
ま
り
ま
す
。

　

当
日
の
入
浴
は
体
が
温
ま
り
ま

す
の
で
、
炎
症
が
広
が
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
や
め
て
お
く
か
、
シ
ャ

ワ
ー
程
度
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
飲

酒
も
同
様
に
控
え
て
下
さ
い
。

受
診
の
目
安

　

急
激
に
腫
れ
て
き
た
り
、
明
ら

か
に
変
形
し
て
い
た
り
、
痛
み
が

強
く
関
節
を
動
か
せ
な
い
、
出
血

が
止
ま
ら
な
い
、
血
が
止
ま
っ
て

も
傷
口
が
開
い
て
い
た
り
、
傷
口

が
深
い
場
合
等
は
す
ぐ
に
医
療
機

関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
冷
や
す

こ
と
で
痛
み
が
軽
く
な
り
、
腫
れ

も
殆
ど
な
く
、
関
節
の
運
動
が
で

き
る
場
合
は
急
ぐ
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

も
う
少
し
気
を
付
け
て
い
れ

ば
・
・
。
最
初
に
適
切
に
処
置
さ

れ
て
い
れ
ば
・
・
。
そ
う
な
ら
な

い
よ
う
に
備
え
を
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
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地方交付税

市税（16.8％）
57億27万円市債（13.3％）

45億1,620万円

（39.6％）
134億3,103万円

国・県支出金
（17.4％）

58億8,950万円

諸収入ほか（4.7％）
15億8,073万円

地方交付税

自主財源
（24.9％）

依存財源
（75.1％）

自主財源

市税（16.8％）

（24.9％）

依存財源
（75.1％）

57億27万円

民生費（21.4％）
70億6,007万円

土木費（9.9％）
32億7,169万円

衛生費（8.5％）
28億491万円

公債費（17.4％）
57億5,113万円

教育費（12.4％）
40億9,540万円

総務費（11.2％）
36億9,097万円

農林水産業費
（10.9％）

36億819万円

消防費ほか
（8.3％）

27億2,262万円 民生費（21.4％）
70億6,007万円

土木費（9.9％）
32億7,169万円

衛生費（8.5％）
28億491万円

公債費（17.4％）
57億5,113万円

教育費（12.4％）
40億9,540万円

総務費（11.2％）
36億9,097万円

農林水産業費
（10.9％）

36億819万円

消防費ほか
（8.3％）

27億2,262万円

市債（13.3％）
45億1,620万円

（39.6％）
134億3,103万円

国・県支出金
（17.4％）

58億8,950万円

繰入金（0.3％）
1億258万円諸収入ほか（4.7％）

15億8,073万円

地方譲与税ほか（4.8％）
16億2,482万円

使用料及び手数料
（1.9％）6億4,060万円

分担金及び負担金
（1.2％）3億9,430万円

歳 入
338 億 8,003 万円

歳 出
330 億 498 万円

決
算
公
表

新
「
萩
市
」
初
の
通
年
予
算
と
な
る
平
成
17
年
度
予
算
は
、
平
成

17
年
３
月
６
日
合
併
と
い
う
特
殊
性
か
ら
、
旧
７
市
町
村
で
編
成

し
た
予
算
を
合
算
・
調
整
す
る
方
式
に
よ
り
編
成
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
３
３

５
億
６
８
０
０
万
円
を
計
上
し
、

そ
の
後
６
回
の
予
算
補
正
を
行

い
、
こ
れ
に
平
成
16
年
度
か
ら
の

繰
越
明
許
費
を
加
え
、
最
終
予
算

額
は
３
５
０
億
４
５
０
８
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

決
算
額
に
つ
い
て
は
、
上
の
円

グ
ラ
フ
の
と
お
り
歳
入
が
３
３
８

億
８
０
０
３
万
円
、
歳
出
が
３
３

０
億
４
９
８
万
円
で
、
差
額
は
８

億
７
５
０
５
万
円
と
な
り
、
繰
越

明
許
費
の
財
源
と
し
て
平
成
18
年

度
へ
繰
り
越
し
た
１
億
８
５
５
０

万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支

は
、
６
億
８
９
５
５
万
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

　

17
の
特
別
会
計
の
決
算
状
況
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
の
決
算
概
要

特
別
会
計
の
決
算
概
要

会計名   歳入   歳出   差引残額
住宅新築資金等貸付 1,389万円 280万円 1,109万円
福祉援護資金貸付 865万円 305万円 560万円
土地取得 72万円 72万円 0
国民健康保険（事業勘定） 70億7,086万円 66億1,934万円 4億5,152万円
国民健康保険（直診勘定） 3億8,789万円 3億8,789万円 0
老人保健 87億4,498万円 88億637万円 △6,139万円
介護保険（保険事業勘定） 49億1,523万円 48億2,501万円 9,022万円
介護保険（サービス勘定） 5,687万円 5,687万円 0
簡易水道 4億1,057万円 4億1,057万円 0
公共下水道 25億914万円 24億8,711万円 2,203万円
特定環境保全公共下水道 7,146万円 7,146万円 0
農業集落排水 7億1,571万円 7億1,571万円 0
漁業集落排水 6億8,313万円 6億5,451万円 2,862万円
林業集落排水 215万円 215万円 0
特定地域生活排水 7,318万円 7,318万円 0
個別排水 959万円 959万円 0
駐車場 2,190万円 1,866万円 324万円

合　　計 256億9,592万円 251億4,499万円 5億5,093万円

※老人保健の差引不足額については、翌年度からの繰上充用により補てん。

一般会計

平
成
17
年
度
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３億 3,930 万円

5,000 万円

２億 1,870 万円

４億 911 万円

１億 3,420 万円

５億 9,583 万円

３億 5,688 万円

２億 3,110 万円

２億 3,484 万円

11 億 8,587 万円
 1 億 5,821 万円
１億 5,661 万円
１億 3,598 万円

■田万川総合事務所整備事業（総務費）
　鉄骨造２階建の田万川総合事務所を建設
■農産物加工施設整備事業（農林水産業費）
　田万川地域の特産品である「長門ゆずきち」や
　大豆を使った加工品を製造する施設を建設
■中山間地域総合整備事業（農林水産業費）
　萩・むつみ・福栄地域において農道・水路等
　の農業基盤を整備
■漁業集落環境整備事業（農林水産業費）
　玉江浦・三見地区において集落道などを整備
■バス交通振興事業（商工費）
　地方バス路線維持のため、バス事業者に補助
　金を交付。萩地域のまぁーるバス、須佐地域
　の市営バス、各地域の巡回バスを運行
■道路橋りょう新設改良事業（土木費）
　各地域において道路橋りょうの新設改良を実施
■都市景観対策事業（土木費）
　堀内・浜崎地区で電線類の地中化を行うなど
　文化的観光資源を整備
■公園事業（土木費）
　中央公園、陶芸の村公園などの公園を整備
■住宅整備事業（土木費）
　萩・須佐・福栄地域で市営住宅を整備
■学校施設整備事業（教育費）
　老朽化した市内小・中学校の校舎、屋内運動
　場を整備
　◦椿西小学校校舎等
　◦育英小学校校舎等（18 年度完成予定）
　◦越ヶ浜中学校屋内運動場
　◦川上中学校屋内運動場

会計名   歳入   歳出   差引残額
住宅新築資金等貸付 1,389万円 280万円 1,109万円
福祉援護資金貸付 865万円 305万円 560万円
土地取得 72万円 72万円 0
国民健康保険（事業勘定） 70億7,086万円 66億1,934万円 4億5,152万円
国民健康保険（直診勘定） 3億8,789万円 3億8,789万円 0
老人保健 87億4,498万円 88億637万円 △6,139万円
介護保険（保険事業勘定） 49億1,523万円 48億2,501万円 9,022万円
介護保険（サービス勘定） 5,687万円 5,687万円 0
簡易水道 4億1,057万円 4億1,057万円 0
公共下水道 25億914万円 24億8,711万円 2,203万円
特定環境保全公共下水道 7,146万円 7,146万円 0
農業集落排水 7億1,571万円 7億1,571万円 0
漁業集落排水 6億8,313万円 6億5,451万円 2,862万円
林業集落排水 215万円 215万円 0
特定地域生活排水 7,318万円 7,318万円 0
個別排水 959万円 959万円 0
駐車場 2,190万円 1,866万円 324万円

合　　計 256億9,592万円 251億4,499万円 5億5,093万円

会計名 現在高
一般会計 475 億 205 万円
住宅新築資金等貸付 693 万円
国民健康保険（直診勘定） 2 億 6,159 万円
介護保険（保険事業勘定） 561 万円
簡易水道 21 億 7,529 万円
公共下水道 102 億 5,620 万円
特定環境保全公共下水道 6 億 8,381 万円
農業集落排水 47 億 5,480 万円
漁業集落排水 16 億 5,348 万円
林業集落排水 1,918 万円
特定地域生活排水 5,440 万円
個別排水 9,300 万円

合　　計 674 億 6,634 万円

平成17年度に実施した主な事業

田万川総合事務所椿西小学校校舎 漁業集落環境整備事業（玉江浦）

※老人保健の差引不足額については、翌年度からの繰上充用により補てん。

平成18年5月31日現在

一般会計
特別会計

市債残高の状況
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萩
市
文
化
協
会
が
発
足

　

９
月
27
日
、
萩
市
文
化
協
会
（
会

長　

斉
藤
武
男
）
の
設
立
総
会
が
サ

ン
ラ
イ
フ
萩
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
美
術
・
音

楽
・
文
芸
・
演
劇
等
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
文
化
芸
術
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
一
つ
に
ま
と
ま
っ
た
組
織

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
協
会

は
、11
月
の
国
民
文
化
祭
を
契
機
に
、

各
団
体
や
個
人
が
連
携
し
て
萩
市
の

文
化
芸
術
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
は
現
在
、
60

団
体
と
個
人
78
人
、
賛
助
会
員
が
２

社
７
人
で
、随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
30
日
、
10
月
１
日
、
萩

本
陣
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、
中

国
５
県
の
各
地
か
ら
約
１
３
０
人

の
ユ
ネ
ス
コ
の
会
員
が
集
い
ま
し

た
。
開
会
に
先
立
ち
、
市
民
館
で

会
津
と
萩
の
若
者
を
題
材
に
し
た

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル｢

早
春
譜｣

を

鑑
賞
。
開
会
行
事
で
は
、
㈳
日
本

ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
の
野
口
理
事

長
が
、「
ユ
ネ
ス
コ
の
創
立
理
念

で
あ
る
多
文
化
共
生
・
寛
容
の
精

神
を
広
げ
て
い
こ
う
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ
ス
コ
活
動
研
究
会

「
御
成
道
・
た
ま
ち
駐
車
場
」オ
ー
プ
ン

　

10
月
１
日
、
萩
の
中
心
商
店
街

で
あ
る
田
町
商
店
街
に「
御
成
道
・

た
ま
ち
駐
車
場
」
が
完
成
し
ま
し

た
。

　

空
き
店
舗
が
目
立
っ
て
き
た

田
町
商
店
街
の
活
性
化
と
再
生

を
目
指
し
た
も
の
で
、
平
成
16

年
度
か
ら
３
か
年
か
け
て
、
商

店
跡
地
な
ど
に
延
長
約
80
ｍ
の
進

入
路
と
普
通
車
40
台
、
大
型
バ

ス
５
台
が
収
容
で
き
る
駐
車
場
を

整
備
し
ま
し
た
。
総
事
業
費
約

４
億
３
６
５
０
万
円
。

　

柏
木
弘
義
・
田
町
商
店
街
振
興

組
合
連
合
会
理
事
長
は
「
こ
の
駐

車
場
整
備
を
機
に
、
観
光
客
も
楽

し
め
る
観
光
ミ
ッ
ク
ス
型
の
商
店

街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

駐
車
場
に
は
、
萩
循
環
ま
ぁ
ー

る
バ
ス
も
停
車
し
、
田
町
商
店
街

の
新
た
な
玄
関
口
と
な
り
ま
す
。

■
駐
車
料
金

•
午
前
７
時
〜
午
後
８
時
、
無
料

•
午
後
８
時
〜
午
前
０
時
、
１
時

間
に
つ
き
１
５
０
円
（
イ
ベ
ン
ト

等
開
催
の
場
合
、無
料
時
間
延
長
）

•
午
前
０
時
を
越
え
る
と
泊
料
金

６
０
０
円
を
加
算

文
化
向
上
に

各
団
体
が
連
携

中
心
商
店
街
の
再
生

当日は着物ウィーク、式典も着物姿で参加

　

商
店
街
振
興
組
会
連
合
会
は
、
市

内
21
基
目
と
な
る
井
上
剣
花
坊
の
句

碑
「
永
遠
を　

抱
け
ば
い
の
ち
も　

暗
か
ら
ず
」
を
駐
車
場
内
に
建
立
し

ま
し
た
。
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市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
て
き
た
萩
地
域
の
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

旧
バ
ス
は
平
成
３
年
か
ら
15

年
間
運
行
、
走
行
距
離
は
32
万

㎞
を
超
え
て
い
ま
し
た
。
新

バ
ス
は
今
ま
で
通
り
定
員
28
人

で
、
高
齢
者
の
方
な
ど
が
乗
り

降
り
し
や
す
い
よ
う
電
動
補
助

ス
テ
ッ
プ
を
設
け
ま
し
た
。

　

町
内
会
や
婦
人
団
体
な
ど
の

視
察
や
研
修
等
に
利
用
で
き
ま

す
の
で
、
総
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

　

阿
武
川
特
産
の
鮎
を
味
わ
っ
て

も
ら
お
う
と
、
９
月
10
日
、
萩
・

阿
西
商
工
会
主
催
で
「
あ
ゆ
ま
つ

り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
天
候
で
会
場
が
川

上
公
民
館
へ
変
更
に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
予
約
客
は
、
塩
焼
き
や
雑
炊
、

鮎
飯
な
ど
を
屋
外
で
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
用
意
し
た
鮎
は
、
塩

焼
き
な
ど
全
部
で
約
１
０
０
０
匹

で
、
来
客
は
市
外
を
中
心
に
約

３
０
０
人
、
午
後
２
時
頃
に
は
完

売
し
ま
し
た
。

鮎
１
０
０
０
匹
を
味
わ
う

　

10
月
１
日
、道
の
駅「
ゆ

と
り
パ
ー
ク
た
ま
が
わ
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

元
「
青
い
三
角
定
規
」
の

西
口
久
美
子
さ
ん
に
よ
る

歌
謡
シ
ョ
ー
を
は
じ
め
、

阿
武
よ
さ
こ
い
連
の
よ
さ

こ
い
踊
り
や
、
県
立
大

学
フ
ラ
メ
ン
コ
部
の
フ
ラ

メ
ン
コ
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。 道

の
駅
９
周
年
開
業
記
念
ま
つ
り

萩

川上田万川

萩

　

９
月
14
日
、
上
津
江
水
源

地
（
椿
東
）
で
浄
水
施
設
建

設
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
14
年
度
か
ら
萩
地
区

の
水
道
で
黒
い
濁
り
水
が

た
び
た
び
発
生
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
を
防
ぐ
抜
本
的
対

策
と
し
て
、
原
水
か
ら
マ
ン

ガ
ン
を
除
去
す
る
施
設
を
建

設
す
る
も
の
で
す
。
平
成
19

年
６
月
稼
動
予
定
で
す
。

安
心
な
水
を
お
届
け
す
る
た
め
に
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10
月
１
日
、
弥
富
交
流
促
進

セ
ン
タ
ー
周
辺
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
弥
富
む
ら
お
こ

し
会
の
主
催
で
、
地
域
に
活
力

を
呼
び
戻
す
こ
と
を
目
的
に
は

じ
ま
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
今

年
で
９
回
目
。

　

会
場
で
は
、
弥
富
産
１
０
０

％
の
そ
ば
を
使
っ
た
手
打
ち
そ

ば
の
実
演
、
そ
ば
打
ち
体
験
、

そ
ば
の
早
喰
い
競
争
に
加
え
、

銭
太
鼓
、
詩
吟
、
舞
踊
と
い
っ

た
伝
統
芸
能
や
よ
さ
こ
い
踊
り

も
披
露
さ
れ
、
会
場
は
活
気
に

あ
ふ
れ
ま
し
た
。

そ
ば
の
花
ま
つ
り

狙
い
を
さ
だ
め
て

　

桜
企
業
団
地
（
福
井
下
、
森
林

組
合
の
山
手
側
）
は
、
平
成
３
年

に
旧
福
栄
村
が
企
業
誘
致
を
進
め

る
た
め
に
造
成
し
ま
し
た
。

　

10
月
４
日
、
桜
企
業
団
地
で
、

良
質
な
萩
産
の
竹
を
原
材
料
に
し

た
、
家
具
製
造
工
場
の
起
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
萩
商
工
会
議
所

の
有
志
が
出
資
し
た
会
社
が
、
来

年
１
月
中
旬
の
操
業
を
目
指
し

て
、
地
元
か
ら
約
25
人
の
雇
用
を

計
画
。
新
た
な
産
業
興
し
と
景
気

浮
揚
を
図
り
ま
す
。

竹
製
家
具
の
製
造
工
場 

起
工
福栄

むつみ須佐

　

９
月
24
日
、
む
つ
み
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
む
つ
み
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
「
む
つ
み
オ
ー
プ
ン
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

市
内
17
チ
ー
ム
、
市
外
39
チ
ー
ム

の
２
７
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

む
つ
み
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
主
催

で
、
今
年
で
11
回
目
。

　

幅
広
い
年
代
が
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
、
旧
む
つ
み
村

時
代
か
ら
盛
ん
で
、
５
年
後
の

２
０
１
１
年
山
口
国
体
で
も
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
競
技
と
し
て
同
会
場
が

開
催
予
定
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の

期
間
中
、
旭
地
域
で
様
々
な
取

組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
28
日
、
佐
々
並
小
木
原

道
路
公
園
で
佐
々
並
婦
人
会
交

通
安
全
母
の
会
に
よ
っ
て
、「
あ

め
玉
」
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
布

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
29
日
に

は
、
明
木
菅す
げ
ふ
た
蓋
チ
ェ
ー
ン
着
脱

場
で
、
萩
市
交
通
安
全
協
会
婦

人
部
と
明
木
分
会
が
ガ
ム
等
を

手
渡
し
、
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。　

交
通
安
全
を
願
い

旭

あ
め
玉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

そ
ば
の
花
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子どもたちや訪れた人々に伝え
ていきたいと思う萩のまちじゅ
うの歴史や文化、自然や民俗な
どを紹介します。

地域の「おたから」

阿
弥
陀
如
来
座
像
と
二
天
立
像
旭

　

佐
々
並
大お
お
じ
も下
地
区
の

阿
弥
陀
堂
に
は
、
厨
子
に

安
置
さ
れ
た
阿
弥
陀
如
来

座
像
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

須
佐
の
農
林
産
物
加
工
・
販
売
所

市
内
に
あ
る
農
林
産
物
加
工
・
販
売
所
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

る〜らるＳＨＯＰ 315
■ところ　国道 315 号と県道益田阿武線の
三又路付近、「そばの里弥富」看板向かい側
■特色　こんにゃく作り体験をすることもで
きる農林産物加工直売所（要予約）。おすす
めは、手作りこんにゃく、そば粉、須佐漬（ブ
ロッコリーの茎の粕漬け）、赤米など。

ふれあいステーション須佐
■ところ　ＪＲ須佐駅隣
■特色　ＪＲ須佐駅と交流施設が合わさった建
物。施設内では、須佐地域の特産品販売や観光案
内を行い、毎週木・日曜日には朝市が開かれる。
ＧＷや年末には各種イベントが開催される。おす
すめは、赤米、赤米しょう油、須佐焼、海産物など。

宝
く
じ
助
成
事
業

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝

く
じ
収
益
金
で
行
わ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
で
、
か
わ
か
み
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
実
行
委
員
会
が
屋
外
音
響
装

置
と
太
鼓
台
を
購
入
し
、
太
鼓
の
張
り

替
え
を
行
い
ま
し
た
。
音
響
装
置
は
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
川
上
総
合

事
務
所
地
域
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
後
小
畑
町
内
会
防
災
部
が
発
電

機
等
の
防
災
用
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

像
は
、
六ろ
く
し
ょ
ご
ん
げ
ん

所
権
現
の
本
地

仏
で
、
像
高
56
㎝
、
左
足

を
上
に
し
て
蓮
台
に
座
っ

て
い
ま
す
。
両
脇
に
は
、

像
高
75
㎝
と
78
㎝
の
二
天

立
像
が
立
っ
て
お
り
、
ど

ち
ら
も
桧
の
一
本
造
り

で
、
ひ
び
割
れ
を
防
ぐ
た

め
に
内
ぐ
り
を
し
な
い
古

い
形
式
を
と
っ
て
お
り
、

平
安
後
期
の
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
昭
和
55
年
に
旧

旭
村
指
定
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

「須佐のお薦め商品や観光ポイントをご紹介します。ぜひお寄りください」
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新
し
い

　

人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

　

10
月
１
日
、
次
の
方
が
法
務
大

臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。家
庭
内
の
も
め
ご
と
、

不
当
な
差
別
・
要
求
、
人
権
に
関

わ
る
相
談
、生
活
上
の
障
害
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
萩
地
域　

村
上
徹て
つ

山ざ
ん　

大
島　
（
再
任
）

弘
長
純よ
し

忠た
だ　

江
向　
（
再
任
）

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
人
権
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
８
４
）

市
役
所
閉
庁
時
の
戸
籍
の

届
出
は
事
前
点
検
を

　

婚
姻
届
な
ど
戸
籍
の
届
出
は
、

市
役
所
の
閉
庁
時
で
も
市
役
所
本

庁
・
各
総
合
事
務
所
・
支
所
（
佐
々

並
支
所
の
夜
間
は
除
く
）・
出
張

所
の
宿
直
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

た
だ
し
、
宿
直
で
は
届
書
を
お

預
か
り
し
ま
す
が
、
内
容
の
審
査

は
翌
開
庁
時
に
戸
籍
担
当
職
員
で

行
う
た
め
、
届
書
に
不
備
が
あ
れ

ば
、
後
日
補
正
の
た
め
来
庁
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
届
出
に
際
し
て
は
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
届
書
に
不
備
が
あ
っ
て

も
、
届
出
の
日
は
宿
直
に
届
け
出

た
日
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
戸
籍
係

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
４
０
０
）

児
童
扶
養
手
当
の
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

方
は
、
所
得
制
限
に
よ
っ
て
支
給

が
停
止
さ
れ
て
い
る
方
を
含
め
、

受
給
者
全
員
が
毎
年
現
況
届
を
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
況
届
を
提
出
し
て
い
な
い
方

は
、
至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
が
な
い
場
合
、
手
当
の

支
給
が
差
し
止
め
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
母
子
福
祉
係　
　

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
５
３
６
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　
　

予
防
接
種

　

11
月
１
日
か
ら
、
高
齢
者
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
開
始

し
ま
す
。
個
人
負
担
金
が
必
要
で

す
が
、
市
で
は
、
希
望
者
に
１
回

分
に
限
り
料
金
の
一
部
を
公
費
負

担
し
ま
す
。

■
期
間　

11
月
１
日
（
水
）
〜
12

月
28
日
（
木
）

■
と
こ
ろ　

医
療
機
関

■
対
象
者　

65
歳
以
上
の
方

■
公
費
負
担
後
の
個
人
負
担
金　

１
０
５
０
円

問
い
合
わ
せ

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
２
６
・
０
５
０
０
）

生
活
習
慣
調
査
票
記
入
に

ご
協
力
を

　

現
在
、
偏
っ
た
食
生
活
や
運
動

不
足
、
過
度
の
喫
煙
、
飲
酒
な
ど

不
規
則
な
生
活
習
慣
に
よ
っ
て
、

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
な

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
生
活
習
慣
病
を
予
防

す
る
た
め
、「
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ

プ
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
健
康

状
態
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
調
査
票
が
届

い
た
方
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
対
象
者　

30
〜
64
歳
で
国
民
健

康
保
健
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
の

う
ち
、
平
成
17
年
度
基
本
健
診
未

受
診
者（
一
部
の
地
区
の
方
の
み
）

問
い
合
わ
せ

市
民
課
保
険
係

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
７
８
１
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

萩
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
萩
市
、
阿
武
町
の
60
歳

以
上
の
会
員
約
８
０
０
人
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
豊
か
な
経
験
と
知
恵
を

生
か
し
て
、
高
齢
者
に
適
し
た
臨

時
的
で
短
期
的
な
仕
事
や
、
短
時

間
で
継
続
的
な
仕
事
を
請
け
負
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で

働
く
意
欲
の
あ
る
方
な
ら
、
会
員

不
要
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す　

ベ
ッ
ド　

エ
ア
コ
ン　

じ
ゅ
う
た
ん

こ
た
つ　

遠
近
両
用
め
が
ね　

救
命

胴
衣　

健
康
器
具　

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
ト　

扇
風
機　

カ
ラ
オ
ケ
ソ
フ
ト　

和
布
団
・
毛
布

萩
市
史
（
２
、３
巻
）　

そ
う
め
ん

セ
ッ
ト　

柔
道
着　

オ
ル
ガ
ン　

空

気
清
浄
機　

テ
レ
ビ　

洗
濯
機　

テ
ー
ブ
ル　
　

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い　

制
服
・
体
操
服
（
椿
東
小
女
子
、
萩

東
中
女
子
、萩
高
女
子
）　

２
段
ベ
ッ

ド　

踊
り
の
扇
子　

テ
レ
ビ　

椅
子

昭
和
30
年
代
民
具　

原
付
バ
イ
ク　

登
山
用
の
杖　

机　

洗
濯
機　

冷
蔵

庫　

パ
ソ
コ
ン　

木
製
テ
ー
ブ
ル
・

椅
子　

チ
ェ
キ　

カ
メ
ラ
（
望
遠
）

本　

掃
除
機　

キ
ー
ボ
ー
ド

◆
登
録
は
６
か
月
間
。
登
録
者
と
直

接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
希
望

者
は
、ま
ず
広
報
課
（
２
５
・
３
１
７

８
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
成
立
し

た
場
合
や
登
録
を
取
り
消
さ
れ
る
場

合
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
の
加
入
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
設
立
20
周
年
記
念
行
事

　

萩
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
昭
和
61
年
９
月
に
設
立

し
、
今
年
で
20
年
を
迎
え
ま
す
。

■
と
き　

10
月
30
日
（
月
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

•
記
念
式
典（
午
後
１
時
30
分
〜
）

•
祝
賀
発
表
会
（
午
後
３
時
〜
４

時
）
合
同
吟
、
尺
八
、
寸
劇
な
ど

問
い
合
わ
せ

萩
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

萩
事
務
所
（
２
６
・
０
５
０
５
）、

む
つ
み
出
張
所

（
０
８
３
８
８
・
６
・
０
７
６
１
）、

須
佐
事
務
所

（
０
８
３
８
７
・
６
・
３
６
２
８
）、

田
万
川
出
張
所

（
０
８
３
８
７
・
２
・
０
７
０
０
）

山
口
県
最
低
賃
金
の
改
正

　

山
口
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
る
山
口
県
最
低

賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
金
額
に
満
た
な
い
額
で
働

か
せ
た
り
、
働
い
た
り
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
最
低
賃
金　

１
時
間
６
４
６
円

■
効
力
発
生
の
日　

10
月
１
日

問
い
合
わ
せ

萩
労
働
基
準
監
督
署　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
２
２
・
０
７
５
０
）

萩
市
文
化
協
会
会
員

　

事
業
は
、
会
員
相
互
の
連
絡
協

調
に
関
す
る
こ
と
や
各
種
文
化
活

動
の
振
興
と
奨
励
に
関
す
る
こ
と

を
行
い
ま
す
。

■
会
員
の
種
類
・
年
会
費

•
団
体
会
員
＝
萩
市
に
活
動
の
拠

点
を
置
く
文
化
団
体

　
　
　
　
　
　
　
（
３
０
０
０
円
）

•
個
人
会
員
＝
萩
市
在
住
で
文
化

活
動
を
し
て
い
る
個
人

　
　
　
　
　
（
１
口
１
０
０
０
円
）

•
賛
助
会
員
＝
趣
旨
に
ご
賛
同
い

た
だ
け
る
個
人
ま
た
は
団
体

　
　
　
　
　
（
１
口
５
０
０
０
円
）

■
申
込
方
法　

市
民
活
動
推
進
課

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
記
入

し
、
年
会
費
を
添
え
て
提
出

申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
５
９
０
）

「
萩
市
国
民
保
護
計
画
」（
素

案
）
に
つ
い
て
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト

　

市
で
は
、
国
民
保
護
法
に
基
づ

き
、
武
力
攻
撃
事
態
等
か
ら
国
民

の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
の
保

護
を
目
的
と
し
た
「
萩
市
国
民
保

護
計
画
」
を
策
定
中
で
す
。

　

計
画
の
素
案
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
、

計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

計
画
の
素
案
は
、
市
役
所
本

庁
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
お
よ
び
防

災
・
安
全
課
、
各
総
合
事
務
所
地

域
振
興
課
、
支
所
・
出
張
所
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）、
ま
た

は
萩
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

■
募
集
期
間　

10
月
16
日
〜
11
月

６
日

■
提
出
方
法　

防
災
・
安
全
課
備

え
付
け
の
意
見
提
出
用
紙
に
記
入

の
う
え
、
防
災
・
安
全
課
、
各
総

合
事
務
所
地
域
振
興
課
、
支
所
・

出
張
所
へ
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
メ
ー
ル
で
提
出

問
い
合
わ
せ　

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５
萩
市
防
災
・

安
全
課
（
２
５
・
３
８
０
８
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
２
６
・
０
８
５
０
、
Ｅ
メ
ー

ルbousai@
city.hagi.

　
　
　
　
　
　

yam
aguchi.jp

）

い
も
掘
り
フ
ェ
ス
タ

　

水
は
け
の
良
い
傾
斜
地
を
利
用

し
て
育
て
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫

し
ま
す
。
市
外
か
ら
リ
ピ
ー
タ
ー

参
加
者
も
多
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
と
き　

10
月
29
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　

夢
る
〜
ら
る
雲
海

（
福
井
上
）

■
定
員　

２
０
０
人

■
主
催　

平
わ
ら
び
台
交
流
ツ

ア
ー
実
行
委
員
会

申
し
込
み

10
月
20
日
ま
で
に
、福
栄
総
合
事
務

所
経
済
課（
５
２
・
０
１
２
３
）
へ

萩
広
域
は
ば
た
き

　
　
　
　
　

教
育
相
談
会

■
と
き　

11
月
13
日
（
月
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

教
育
（
学
習
・
進
路
・

就
労
）・
福
祉
・
保
健
・
医
療
な

ど
に
つ
い
て
の
悩
み
や
心
配
ご
と

■
対
象
者　

障
害
の
あ
る
子
ど
も

や
療
育
・
教
育
で
特
別
な
支
援
を

必
要
と
す
る
子
ど
も
と
保
護
者

主
催
・
申
し
込
み

10
月
23
日
ま
で
に
学
校
教
育
課

（
２
５
・
３
５
６
２
）
へ

経
営
な
ん
で
も
相
談
会

■
と
き　

11
月
２
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

萩
商
工
会
議
所

■
内
容　

融
資
、
法
律
、
不
動
産
・

登
記
、
経
営
計
画
・
改
善
、
労
務
・

社
会
保
険
、
税
務
・
記
帳
、
新
規

開
業
・
経
営
革
新
（
専
門
家
に
よ

る
個
別
面
談
方
式
）

主
催
・
申
し
込
み

萩
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
３
３
３
）

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
早
め

に
納
め
ま
し
ょ
う
。
口
座
振
替
を

ご
利
用
の
方
は
、
10
月
31
日
に
引

き
落
と
し
と
な
り
ま
す
の
で
、
残

高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
期
を
過
ぎ
る
と
督
促

料
や
延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

収
納
課　
　
（
２
５
・
３
５
７
５
）

10
月
は
、

市
県
民
税
の
第
３
期
、国
民

健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料

の
第
５
期
納
期
で
す
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プ
レ
ー
パ
ー
ク
講
演
会

　

中
央
公
園
等
の
整
備
が
検
討
さ

れ
て
い
る
な
か
、
プ
レ
ー
パ
ー
ク

整
備
や
運
営
の
先
駆
的
な
取
り
組

み
、
プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
の

た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
21
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
託
児
所
が
あ
り
ま
す
。

■
演
題　
「
遊
び
は
生
き
る
力
の

源
〜
遊
育
の
す
す
め
〜
」

■
講
師　

天
野
秀
昭
（
世
田
谷

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
初
代
プ
レ
ー

リ
ー
ダ
ー
）

■
参
加
料　

無
料

■
主
催　

21
は
ぎ
市
民
会
議
プ

レ
ー
パ
ー
ク
部
会

問
い
合
わ
せ

企
画
課　
　
（
２
５
・
３
１
０
２
）

萩
法
人
会
講
演
会

■
と
き　

11
月
15
日（
水
）午
後
６

時
〜
７
時
30
分（
開
場
５
時
30
分
）

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
演
題　
「
生
活
習
慣
病
予
防
と

食
生
活
」

■
講
師　

井
上
正
子（
医
学
博
士
、

日
本
医
療
栄
養
セ
ン
タ
ー
所
長
）

■
聴
講
料　

無
料

主
催
・
申
し
込
み

10
月
31
日
ま
で
に
、
萩
法
人

会
（
２
６
・
６
６
２
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

２
６
・
６
６
２
４
）
へ

萩
往
還
鉄
人
マ
ラ
ソ
ン　

２
０
０
６
に
ご
声
援
を

　

旧
旭
村
で
開
催
さ
れ
て
い
た

「
旭
グ
リ
ー
ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

マ
ラ
ソ
ン
」
を
有
志
団
体
が
引
き

継
い
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
と
き　

10
月
29
日（
日
）午
前
９

時
〜
午
後
３
時
45
分（
小
雨
決
行
）

■
コ
ー
ス　

明
木
小
学
校
→
萩
往

還
→
男お
ん

岳だ
け

→
鳳ほ
う

翩べ
ん

山ざ
ん

→
佐
々
並
小

学
校
（
37
㎞
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

一
歩
前
進
の
会（
０
９
０
・
１
０
１

０
・
９
２
９
５
）
蔵
田

萩
・
卓
球
バ
レ
ー

　
　
　
　
　
　

交
流
大
会

　

障
害
の
あ
る
人
も
、
障
害
の
な

い
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

卓
球
バ
レ
ー
は
、
ネ
ッ
ト
の
下

を
錘
お
も
りの
入
っ
た
ピ
ン
ポ
ン
玉
を
く

ぐ
ら
せ
て
６
人
１
チ
ー
ム
で
行
う

も
の
で
す
。腰
掛
け
て
行
う
の
で
、

重
度
の
障
害
者
も
楽
し
く
参
加
で

き
ま
す
。

■
と
き　

12
月
16
日
（
土
）
午
前

11
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

萩
養
護
学
校

■
参
加
費　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０

円
主
催
・
申
し
込
み

10
月
30
日
ま
で
に
、
つ
ば
き
園
内

萩
・
卓
球
バ
レ
ー
実
行
委
員
会

（
２
５
・
９
６
１
７
）
三
吉
へ

萩
・
花
と
緑
の

　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
広
場

【
10
月
21
日
（
土
）
の
催
し
】　

•
萩
市
秋
の
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン

ク
ー
ル
・
萩
市
「
ま
ち
の
緑
賞
」・

萩
景
観
賞
受
賞
式

•
新
築
記
念
の
夏
み
か
ん
の
苗
木

贈
呈
（
要
申
込
）

•
花
市

•
園
芸
・
盆
栽
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

•
花
と
緑
の
児
童
絵
画
展

•
花
と
緑
の
受
賞
写
真
展

•
萩
景
観
賞
受
賞
写
真
展

•
押
し
花
コ
ー
ナ
ー
（
押
し
花
の

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
な
ど
）
有
料

•
つ
る
細
工
教
室
（
要
申
込
）

•
草
花
の
苗
・
花
木
の
配
布
（
要

　

今
回
の
招
待
選
手
は
、
シ
ド

ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
の

山
口
衛
里
選
手
で
、
ハ
ー
フ
の
部

に
参
加
予
定
で
す
。

■
と
き　
　

12
月
10
日
（
日
）
午

前
10
時
ス
タ
ー
ト

■
コ
ー
ス　

萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー

ク
〜
指
月
公
園
折
り
返
し

■
申
込
方
法　

10
月
31
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
ほ
か
市
内
各
所

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
記
入

の
う
え
、
参
加
料
を
添
え
て
郵
便

局
で
申
し
込
み

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

兵
庫
県
加
東
市
出
身
。
２
０
０

０
年
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女

子
マ
ラ
ソ
ン
で
７
位
入
賞
。現
在
、

天
満
屋
女
子
陸
上
競
技
部
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
。
マ
ラ
ソ
ン
の
自
己
記
録

は
、
２
時
間
22
分
12
秒
。

第
７
回
維
新
の
里

萩
城
下
町
マ
ラ
ソ
ン

◆
参
加
者
募
集

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
集
中

　

昨
年
は
、
約
６
０
０
人
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
作
業
内
容　

コ
ー
ス
周
辺
の
交

通
整
理
、
給
水
作
業
な
ど

申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
萩
城
下
町
マ

ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
（
２
５
・
７
３
１
１
）

12
10月

日

山口衛里選手

一般 3,000 円

高校生 2,000 円

中学生 1,500 円

小学生 800 円

ファミリー 3,000 円

ハーフマラソン

10 ㎞

５㎞

２㎞

ファミリー（２㎞）

申
込
締
切
は
10
月
31
日

■種目■参加料
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申
込
）

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

【
10
月
22
日
（
日
）
の
催
し
】

•
松
の
剪
定
教
室
（
要
申
込
）

■
と
こ
ろ　

萩
往
還
梅
林
園

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
持
参
品　

軍
手
、剪
定
バ
サ
ミ
、

作
業
で
き
る
服
装
、
脚
立
（
持
参

で
き
る
方
の
み
）

問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課
花
と
緑
の
推
進
係　

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
６
４
４
）

む
つ
み
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

■
と
き　

10
月
22
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

む
つ
み
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
（
吉
部
上
）

■
内
容　

む
つ
み
神
楽
舞
、
む
つ

み
総
踊
り
、
ジ
ャ
ン
ボ
し
し
鍋
・

野
菜
の
販
売
、
福
引
き
、
も
ち
ま

き
等主

催
・
問
い
合
わ
せ

む
つ
み
総
合
事
務
所
地
域
振
興
課

内
む
つ
み
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進

協
議
会

　
（
０
８
３
８
８
・
６
・
０
２
１
１
）

つ
つ
じ
収
穫
祭

■
と
き　

10
月
29
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

旭
農
産
物
加
工
販
売

所
「
つ
つ
じ
」

■
内
容　

い
も
汁
の
無
料
サ
ー
ビ

ス
、
も
ち
つ
き
、
地
元
産
新
米
す

く
い
ど
り
等

主
催
・
問
い
合
わ
せ

旭
農
産
物
加
工
販
売
所「
つ
つ
じ
」

　
　
　
　
　
（
５
５
・
５
０
３
１
）

か
わ
か
み

　
　
　

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

■
と
き　

10
月
29
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時
15
分

■
と
こ
ろ　

川
上
公
民
館
ほ
か

■
内
容　

柚
子
の
種
子
早
つ
ま
み

競
争
、
鮎
の
つ
か
み
ど
り
、
ス
ギ

丸
太
早
切
り
競
争
、
も
ち
ま
き
等

主
催
・
問
い
合
わ
せ

川
上
総
合
事
務
所
地
域
振
興
課
内

か
わ
か
み
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行

委
員
会　
　
（
５
４
・
２
４
７
１
）

萩
市
民
音
楽
祭

■
と
き　

10
月
29
日
（
日
）
午
後

12
時
30
分
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
等
に

上
位
入
賞
し
た
個
人
７
人
、
９
団

体
の
発
表

■
記
念
演
奏　

デ
ュ
オ
旭
ひ
の
つ
め爪
姉
妹

（
ピ
ア
ノ
・
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
）

■
入
場
料　

３
０
０
円
（
学
生
無

料
）主

催
・
問
い
合
わ
せ

萩
音
楽
協
会
（
２
５
・
２
９
０
２
）

萩
劇
場

■
と
き　

10
月
29
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

萩
劇
場
（
田
町
商
店

街
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
）

■
内
容　

曲
芸
・
パ
ン
ト
マ
イ
ム

（
揚あ
げ

野の

バ
ン
リ
）、
歌
謡
（
吟
詠
）

シ
ョ
ー
、
歌
謡
浪
曲
な
ど

■
入
場
料　

１
０
０
０
円

■
入
場
券
販
売
所　

萩
お
み
や
げ

博
物
館
、
市
役
所
案
内
係

主
催
・
問
い
合
わ
せ

北
浦
音
楽
芸
能
文
化
協
会

　
　
　
（
２
２
・
６
５
４
５
）
小
野

○
旅
す
る
絵
本
カ
ー
ニ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
６
in
萩

　

萩
国
際
大
学
は
、
来
年
４
月
か

ら
山
口
福
祉
文
化
大
学
と
な
り
、

「
子
ど
も
生
活
学
コ
ー
ス
」
が
開

設
さ
れ
ま
す
。そ
れ
を
記
念
し
て
、

九
州
大
学
所
蔵
の
世
界
中
の
絵
本

約
１
５
０
０
点
を
紹
介
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
28
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
、
29
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
内
容　

約
１
５
０
０
点
の
絵
本

展
示
、
読
み
聞
か
せ
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
お
た
の
し
み
企
画

萩市の行政番組
（ケーブルテレビ）放送予定

★毎週木曜放映

◆マイたうん萩（10分間）
• 10 月 19 日放送

「市民憲章などについてのパブリッ
クコメント」
• 10 月 26 日放送　「国民文化祭」

問い合わせ
広報課（２５・３４７１）

◯
大
学
祭
「
紅
紫
祭
」

■
と
き　

10
月
29
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
内
容　

も
ち
ま
き
、
子
ど
も
太

鼓
、
ギ
タ
ー
＆
ウ
ク
レ
レ
演
奏
、

大
抽
選
会
、
屋
台
な
ど

※
萩
駅
、
市
役
所
本
庁
等
か
ら
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
。

◆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
募
集

■
出
店
料　

無
料

■
締
切　

10
月
23
日

申
し
込
み

萩
国
際
大
学
大
学
祭
実
行
委
員
会

（
２
４
・
４
０
１
３
）
有
田

　

萩
出
身
で
、
川
柳
の
改
革
復
興

に
尽
く
し
た
井
上
剣
花
坊
と
、
山

口
県
出
身
の
七
人
の
宰
相
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

剣
花
坊
展
で
は
、
萩
市
や
ご
子

孫
宅
に
伝
え
ら
れ
た
川
柳
な
ど
の

資
料
を
展
示
し
、
明
治
維
新
に
連

な
る
萩
出
身
者
な
ら
で
は
の
意
識

萩
博
物
館

「
井
上
剣
花
防
と
川
柳
」

「
七
人
の
宰
相
」

　

11
月
２
日
㈭
〜
12
月
10
日
㈰

２
５
・
６
４
４
７

を
読
み
取
り
ま
す
。

　

ま
た
宰
相
展
で
は
、
七
人
の
総

理
大
臣
の
、
萩
や
山
口
県
と
の
か

か
わ
り
を
示
す
資
料
を
展
示
し
、

近
・
現
代
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
の
系

譜
に
つ
い
て
再
発
見
し
ま
す
。

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま

で
）
年
中
無
休

■
入
館
料　

大
人
５
０
０
円
、
高

校
・
大
学
生
３
０
０
円
、
小
・
中

学
生
１
０
０
円

萩
国
際
大
学
の
催
し
２
４
・
４
０
０
０
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読
書
週
間
特
別
行
事

　

10
月
27
日
か
ら
11
月
９
日
の
読

書
週
間
に
あ
わ
せ
開
催
し
ま
す
。

◆
萩
図
書
館
主
催

○
『
し
か
け
絵
本
の
世
界
』
展

■
と
き　

10
月
27
日
（
金
）
〜
11

月
12
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
休
館
日
は
除
く
）

■
内
容　

し
か
け
絵
本
約
１
０
０

点
の
展
示

◯
希
望
雑
誌
ア
ン
ケ
ー
ト

■
と
き　

10
月
27
日
（
金
）
〜
11

月
12
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
休
館
日
は
除
く
）

◯
特
製
し
お
り
プ
レ
ゼ
ン
ト

■
と
き　

10
月
15
日
（
日
）
〜
11

月
12
日
（
日
）

○
図
書
館
ま
つ
り

■
と
き　

11
月
５
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
古
本
市
は
午
後
３
時
ま
で
）

■
内
容　

図
書
館
ク
イ
ズ
、
ブ
ッ

カ
ー
か
け
体
験
、
ジ
ョ
イ
ン
ト

ネ
ッ
ト
萩
『
草
の
芽
』
に
よ
る
紙

芝
居
大
会
、
古
本
市

■
入
場
料　

い
ず
れ
も
無
料

問
い
合
わ
せ

萩
図
書
館　
（
２
５
・
６
３
５
５
）

◆
須
佐
図
書
館
主
催

○
木
の
お
も
ち
ゃ
展

■
と
き　

10
月
27
日
（
金
）
〜
11

月
12
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
６
時
（
休
館
日
は
除
く
）

■
内
容　

木
版
で
作
っ
た
立
体
的

な
木
の
お
も
ち
ゃ
、
組
み
木
の
お

も
ち
ゃ
の
展
示

■
制
作
者　

守
重
シ
ゲ
子
さ
ん

（
杢も
く

の
会
代
表
者
）

○
古
本
市

■
と
き　

10
月
28
日
（
土
）、
29

日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

５
時

■
内
容　

寄
贈
図
書
、
リ
サ
イ
ク

ル
雑
誌
の
無
料
提
供

■
入
場
料　

い
ず
れ
も
、
無
料

問
い
合
わ
せ

須
佐
図
書
館

　
（
０
８
３
８
７
・
６
・
５
５
０
０
）

長
門
峡
も
み
じ
ま
つ
り

■
と
き　

11
月
３
日
（
金
・
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

長
門
峡
龍
宮
淵
駐
車

場■
内
容　

鮎
の
塩
焼
き
、
特
産
品

販
売
、
屋
台
等

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
・
阿
西
商
工
会
内
川
上
観
光
協

会　
　
　
　
（
５
４
・
５
５
０
０
）

寄
付

　

江
向
３
区
老
人
ク
ラ
ブ
「
橙

花
会
」（
会
長　

野
沢
勇
）
か
ら
、

中
央
公
園
整
備
の
植
樹
費
用
と
し

て
、
現
金
１
０
０
万
円
の
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
協
会
九
分
会
川
島
婦

人
部
（
会
長　

室
田
博
子
）
か

ら
、
児
童
福
祉
の
た
め
に
、
現
金

15
万
９
５
２
円
の
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。

　

山
口
大
学
医
学
部
同
窓
会
社
団

法
人
霜そ
う

仁じ
ん

会か
い

か
ら
、
半
自
動
除
細

動
機
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
寄
付
が
あ
り

ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
は

市
民
体
育
館
で
管
理
し
、
ス
ポ
ー

ツ
行
事
等
に
貸
し
出
し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

通行規制にご協力を

　

９
月
17
日
に
市
民
館
で
公
開
録

画
さ
れ
た
番
組
が
放
映
さ
れ
ま
す
。

■
放
送
予
定
日　

10
月
21
日（
土
）

午
後
６
時
〜
６
時
53
分

■
放
映
局　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星
第
２
テ

レ
ビ
（
全
国
放
送
）

問
い
合
わ
せ

企
画
課　
　
（
２
５
・
３
１
０
２
）

テ
レ
ビ
放
映

下水道工事（新川地区）

■工事期間　10 月中旬〜平成 19
　年３月下旬（予定）
■規制時間　午前８時 30 分〜
　午後５時（夜間開放）
■規制内容　車両通行止め
　（歩行者、自転車は通行可）

問い合わせ
　下水道建設課（２５・４６５１）

単独舗装補修工事（佐々並地区）

■工事期間　10 月 27 日まで
　　　　　　　　　　　（予定）
■規制時間　午前８時 30 分〜
　午後５時
■規制内容　片側交互通行

問い合わせ
　萩土木建築事務所
　　　　　　　（２２・００４３）

単独舗装補修工事（金谷地区）

■工事期間　10 月 27 日まで
　　　　　　　　　　　（予定）
■規制時間　午後８時〜翌朝午前
　５時
■規制内容　片側交互通行

問い合わせ
　萩土木建築事務所
　　　　　　　（２２・００４３）

Ｂ
Ｓ
カ
ラ
オ
ケ
塾
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11月15日
（水） 

■対象者　　市内に在住または通勤・通学している方
■募集人員　萩地域30人、各地域20人
■参加費　　500円（入浴希望者は別途400円が必要）

申し込み　10月31日までに、地域調整課（２５・３
　３５９）、各総合事務所地域振興課へ

◆長門峡　
大正 12年（1923）に国指
定の名勝となった景勝地。
自然が四季折々に変化し、
秋は紅葉や鮎料理が魅力。

萩探訪ツアー第 15 弾！

▶訪問先
市役所・総合事務所発　⇒　道の駅「長門峡」長門
峡ウォーク　⇒　龍宮淵（昼食）　⇒　阿武川ダム
（えん堤、機械室）　⇒　萩阿武川温泉ふれあい会館
（希望者は入浴可能）　⇒　市役所・総合事務所着

募集

■道の駅「長門峡」（阿東町）に 10 時に集合できる
　よう市役所、総合事務所を出発します。
■昼食は、お弁当、お茶を持参してください。また、
　歩きやすい服、靴で参加してください。

　

有
限
責
任
中
間
法
人
「
萩
も
の

が
た
り
」
で
は
、
後
世
に
語
り
継

ぐ
べ
き
萩
の
宝
物
、
ス
ト
ー
リ
ー

を
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ
「
萩

も
の
が
た
り
」
と
し
て
、
定
期
的

（
４
・
10
月
）に
出
版
し
て
い
ま
す
。

　

萩
は
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て

の
日
本
の
近
代
化
を
リ
ー
ド
し
た

人
物
を
、
き
ら
星
の
ご
と
く
輩
出

し
た
町
で
あ
る
。
彼
ら
の
誕
生
の

地
・
旧
宅
跡
や
産
業
史
跡
に
設
置

さ
れ
た
史
碑
を
集
大
成
し
、
解
説

を
加
え
た
。
町
か
ど
に
立
つ
碑
前

に
佇
た
た
ずみ
、
幕
末
史
に
想
い
を
は
せ

る
た
め
の
ガ
イ
ド
に
も
最
適
。

　

萩
に
生
ま
れ
、
吉
田
松
陰
に
学

ん
だ
山
田
顕
義
（
日
本
大
学
学

祖
）。
神
の
如
き
軍
人
か
ら
、
法

典
伯
へ
と
転
身
し
た
巨
人
の
知
ら

れ
ざ
る
苦
悩
の
生
涯
を
描
く
。

■
販
売
所　

市
役
所
案
内
係
、
明

屋
書
店
、
萩
博
物
館
、
観
光
協
会
、

道
の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー
と
等

■
郵
送
で
の
購
入　

萩
も
の
が
た

り
事
務
局
ま
で
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

電
話
で
申
し
込
み

申
し
込
み

広
報
課
内
萩
も
の
が
た
り
事
務

局
（
２
５
・
３
２
３
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

２
６
・
５
４
５
８
）

シ
リ
ー
ズ
「
萩
も
の
が
た
り
」
⑪
⑫

「
萩
の
史
碑
」
「
山
田
顕あ

き

義よ
し

」

ー
法
治
国
家
へ
の
歩
み
ー

発行！

【
既
刊
】

①
萩
の
椿　
　
　
　
　
　

６
０
０
円

②
高
杉
晋
作
１
０
０
問
１
０
０
答　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
円

③
萩
開
府　
　
　
　
　
　

６
０
０
円

④
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
円

⑤
松
陰
先
生
の
こ
と
ば　

５
０
０
円

⑥
密
航
留
学
生
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」

を
追
っ
て　
　
　
　
　
　

６
０
０
円

⑦
萩
と
日
露
戦
争　
　
　

５
０
０
円

⑧
萩
の
巨
木
・
古
木　
　

６
０
０
円

⑨
吉
田
松
陰
と
現
代　
　

６
０
０
円

⑩
萩
沖
の
魚
た
ち　
　
　

６
０
０
円

（雨天の場合中止）

◆阿武川ダム　
昭和50年（1975）建設、慢
性的な水害を防ぐために建
設された。日本有数の規模
を誇る重力式アーチダム。

　

激
動
の
幕
末
、
生
き
た
器
械
に

な
る
と
の
志
を
胸
に
、
海
を
渡
っ

た
若
者
た
ち
を
描
く
歴
史
物
語
。

特
別
編　

発
売
中
！

⑪
萩
の
史
碑　
　
　
　

５
０
０
円

　

一
坂
太
郎（
萩
市
特
別
学
芸
員
）

⑫
山
田
顕
義

　
　

ー
法
治
国
家
へ
の
歩
み
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
円

　
　
　
　
　
　

秋
山
香か

乃の（
作
家
）

ま
す
ら
を
た
ち
の
旅

　
　

ー
長
州
フ
ァ
イ
ブ
物
語
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
０
０
円

　

一
坂
太
郎（
萩
市
特
別
学
芸
員
）

午前10時〜午後３時

長門峡・阿武川ダム探訪ツアー長門峡・阿武川ダム探訪ツアー
阿東町側から遊歩道 5.3 ㎞を歩きます！阿東町側から遊歩道 5.3 ㎞を歩きます！
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慶弔だより
お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

co
n

g
ratu

latio
n

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。
（敬称略）※９月16日〜９月30日受付分

■人の動き（平成18年９月末日）
　人口／58,649人（前月比−22）　男／27,021人（前月比−20）　
　女／31,628人（前月比−2）　世帯数／24,683世帯（前月比＋9）
　出生／31人　死亡／54人（９月分）

お悔やみ申し上げます
氏名 年齢 死亡日 住　所

神話の里で
　　　赤

あかまい

米づくり
表紙

　ホルンフェルスに向かう道路沿いに植えられ
た赤米。高

こうやま

山を背景に今年も田んぼ一面、茜色
に染まりました。須佐地域では、須佐之男命の
伝説にちなんで平成元年からまちおこしの一環
として古代米「赤米」をつくりはじめました。
　赤米玄米をはじめ、赤米醤油、赤米うどん、
赤米クランチ、赤米クッキーなどの加工品、赤
米の穂を活かしたリースなど、今では「赤米」
は地域の特産品となっています。
　10 月８日には、収穫祭「赤米フェスタ」が
開催されました。

　萩は、山口県産天然フグの最大の産地。毎年９
月より、“庶民のフグ” と呼ばれるシロサバフグ
漁がスタートします。トラフグに比べて価格は
10分の１以下、無毒のフグで、萩では秋から冬
の家庭料理の定番魚種。愛

あいきょう

嬌のある顔付きで、地
元では「かなとふぐ」の名前で親しまれています。
　旬のピークは、萩の山々が紅葉で色づく頃、漁
獲量も多くなって価格も大変お手頃となります。
漁場から生

い け す

簀で持ち帰り、水揚げの際に一匹ずつ
活き締めした高鮮度のシロサバフグは、漁師言葉
で「ビタ」と呼ばれ、輸入物や、冷凍物、鮮度落
ちしたものとは、まさに別物です。
　なお、このシロサバフグをからからに乾した干
物「干しふぐ」は、かつて萩地方のおせち料理の
必需品、年末には軒下に吊るされた干しフグが萩
の暮の風物詩でした。

シ ロ サ バ フ グ
ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

congratulation
co

n
d

o
len

ce

安くて美味しい庶民のふぐ
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